
第２学年２組　算数科学びプラン 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　島根大学教育学部附属義務教育学校　中尾　祐子 

１　単元名　かけ算のきまり 

 

２　単元目標 
○乗法に関して成り立つ簡単な性質や九九表のきまりを見いだして乗法の理解を深める。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【知識及び技能】 

○九九表からいろいろなきまりを見いだしたり，簡単な２位数と１位数の乗法の仕方を考えたりする

ことができる。【思考力，判断力，表現力等】 

○九九表の考察に進んで関わり，乗法の簡単な性質や九九表のきまりのよさに気づき，生活や学習に

活用しようとする態度を養う。【学びに向かう力，人間性等】 

 

３　これまでの取組　 

昨年度の取組･･･単元内自由進度 

・５年生は面積から６年生はおよその面積から，単元内自由進度学習を開始。 

・きっかけは，一人ひとりを伸ばすため。 

・授業中は，個々の学びをよく観察することができる。進度も深度もそれぞれで，児童の様子を見取

ることが面白い。 

・児童に合わせて調整するが，汎用性は高い。 

・何より教師の授業観や児童観，児童の学習観が基盤 

 

【資料】６年およその面積と体積（R5ちゅうでん論文） 

 

今年度の取組 

・昨年度の取組のふり返りから，より探究の要素を入れたかったので，手引きを明示しない授業に。 

・４月，児童は問題を解く速さや答えが正しいか否かに価値を感じていたため，一斉授業でこの切り

崩しから着手。 

・夏休み明けてかさの単元から，より探究的な学習へシフト。 

 

４　単元計画（全８時間　本時１／８） 

(0)かけ算(1)・かけ算（2） 

・乗法の意味理解と九九の構成 

・使用教科書では，交換法則や分配法則などは扱わないが，交換法則はほとんどの児童　　　　が気

づいたため，共有 

・分配法則に気づく児童もいたが，未共有 

・単元末に，九九表がほしいという児童が九九表を使用 

(1)単元の導入（１時間）（本時） 

(2)乗法のきまり・簡単な場合の２位数と１位数との乗法（６時間） 

・乗数が１増えれば積は被乗数分だけ増える 

・交換法則 

・分配法則を図と関連付けて（実態に応じて） 

(3)学びのまとめ（１時間） 

 

５　単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①九九表の見方や乗法に関

　して成り立つ簡単な性質

　を理解している。 

②簡単な２位数と１位数の

①九九表からいろいろなきま 

  りを見いだすことができる。 

②簡単な場合の２位数と１位数 

 の乗法の仕方を考えたりするこ 

①九九表の考察に進んで関　　

わっている。 

②乗法の簡単な性質や九九表　

のきまりのよさに気づき，　生

https://drive.google.com/file/d/1DKehkz_AFpl7Ye4qhfG9XcxA1kk1Re3G/view?usp=sharing


　乗法の計算の仕方を知っ

　ている。 
 とができる。 活や学習に活用しようと　して

いる。 

 

６　本時の学習（本時１／８） 

(1) 目標 

・九九表をつくることを通して，九九表からきまりを見つけようとしている。 

【学びに向かう力，人間性等】 

(2)教師の支援 

① 自ら学習を進めることができるような環境設定 

・九九表の見方を確認することで，覚えている九九を使って表をつくれそうだと見通しをもてるよう

にする。 

・九九表をつくる時間を確保するが，答え合わせはしないなど，試行錯誤できる余白をつくることで

，児童がそれぞれの進度や深度で学べるようにする。 

 

② 授業内での働きかけ 
・九九表をつくっていく過程での児童の気づきを大切にした声がけをすることで，発見する楽しさを

味わえるようにする。 

・困っている児童には，その児童のこれまでの学びの様子から声をかける。ときには見守ることで，

児童自ら自分の学び方を調整する力が育まれるようにする。 

・学び方や数学的な見方・考え方について，児童の様子を見取り，次時以降の学びにつなげられるよ

うにする。 

・同じ見方で取り組んでいたり，困ったりしている児童同士がつながる選択肢ももてるよう声をかけ

，自己決定の場をつくる。ただし，次時以降は協働の場面が増えるため，1人で没頭したいという自

己決定も大切にする。 

・お気に入りの発見やもっとしたいこと，生まれた問いなどを書いている児童を探しておき，次時以

降の学びにつなげる。 

 

(3) 評価 

十分満足できる 

と判断される状況 

概ね満足できる 

と判断される状況 

努力を要する状況 

への手立て 

　概ね満足できる状況に加え，

発見することを楽しみながら，

問いをもったりやりたいことを

見つけたりしている。 

　九九表をつくりながらきまり

を見つけようとしている。 

　困っている児童には，今考え

ていることを尋ねる。そして，

友達とつながれるよう声をかけ

たりときには見守ったりする。 
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